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Particles"lel"and"lee"belongtoacategoryofaspectintime

systemofMandarinChinese.Theyconnectcategoryofphase

andcategoryoftenseinthetemporalsystem.Thispaperargues

thedif旧erencesoftheirsemanticfUnctionbysettheory.Itcon-

dudesthat"lee"makespropositionprecedingittobeasubsetin

auniverseofdiscourse.Inordertocomparebrieflythesemantic

differencebetween"lei"and"lee",thispaperonlydiscussestwo

forms:"activityverbs+`lei'+quantifiedobjects"(1}and"activity

verbs+`le1'+quantifiedo切ects+`le2,,,(II)・First,Ipointedout

thataphasestructurehasfbur``quantificationalproperties"and

three"quantificationallevels".Second,Iproposeamodelthat
"lee"makespropositionprecedingittobeasubsetbyobserving

thesemanticfeature"variability"ofthequantificationalobjectsin

theformsIandII.
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1.は じめ に

巽 千 炎(1995)は 中 国 語 の 時 間 体 系 が 「時 相(phases)」,「 時 態(as-

pects)」,「 時 制(tenses)」 の 三 つ の構 成 部 分 か らな る と指 摘 した 。 「時 相 」

とは 「述語 動 詞 お よび そ れ と意 味 上,直 接 結 びつ く文 中の そ の他 の語 彙 成

分 に よ っ て 構 成 され る 」 時 間概 念 で,そ れ は 「出 来 事(events)」 を 表 す

(糞千 炎1995:4)。 「時相 」 を構 成 す る典型 的 な例 は"所 憧"の よ うな 「動

詞+結 果補 語 」構 造 で あ る。"折"は 概 念 上,無 限 に持 続 可 能 な特 徴(【+

持 続 】)を 持 つ 持続 動 詞 で あ るが,"所 憧"全 体 で は この よ うな特 徴 は表 さ
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ない。 これは結果補語"憧"が 「わか る」 とい う瞬間的 な変化 を表す動詞

で,こ の動詞が持つ 【一持続】 とい う意味特徴 が述 語"所"の 【+持 続】

を意味上制約 しているか らであ る。 「時態 」 とは 「『出来事』が ある段 階で

お かれた特 定の状態 を表す 」時 間概 念 であ る(糞 千炎1995:4)。 た とえ

ば 「時態」 は 「完 了」 を表す"了",「 持続」 を表す"着",「 経験」 を表す
"五t"の よ うな動態助 詞 に よ

って表 され る。現代 中国語 の 「時制 」 は 「発

話時間⊥ 「参照時 間」,「出来事 時間」 の時 間上の相対 的位置 関係 に よって

形成 され る 「時制構造」 として表 される。

加 藤(2002a,2002b)は この巽千炎 氏 の理 論的枠組 み を背 景 に,現 代 中

国語 の時間体系 にお ける 「時態」 の役割 は 「時相 」 と 「時制」 とを結 びつ

ける こ とであ る と論 じた。例 えば,次 の(1)に お い て,下 線 部"抽 三根

姻"は 「た ば こを三本 吸 う」 とい う 「出来事」 を述べ る 「時相 」 を形 成

し,「時制 」 にお いては 「出来事 時 間」 を表 して いる。波線部"昨 天"は

「時制」 の時 問概念 におい て,時 間軸上 の 「発話 時 間」 と 「参照 時間」 を

明示 してい る。 「時態」の"了1"を 伴 う(1a)は 成立す るが"了1を 伴わ

ない(1b)は 成立 しない。(文 頭 の 記号 「*」 は文 が成 立 しない こ と を表

す。)

(1)a.老 李 昨 天抽 了1三 根 姻 。(李 さ ん は昨 日た ば こ を三本 吸 っ た。)

b.*老 李 昨 天抽 三 根 姻 。

同 様 に,次 の(2)に お い て 「時 態 」 成 分 で あ る文 末 の"了 ブ を伴 わ な

い(2b)は 成 立 しない。

(2)a.昨 天我赴 到他 家吋,他 却寓升家好几 天並 。

(先月私 が彼女 の家 に駆 けつ けた とき,彼 女 は家 を離 れて数

日に もなっていた。)

b.昨 天我赴到他家吋,他 却寓牙家好几天。

しか し,そ こで は"了1"と"了2"に 共 通 す る 「時態 」 と して の役 割 を指

摘 した だ け で,両 者 の違 い につ い て詳 し くは論 じて い ない。 本稿 の 目的 は

現 代 中 国語 の 時 間体 系 にお け る"了2"の 意 味 機 能 を 明示 的 にモ デ ル化 す

る こ とで あ る。 なお,本 稿 で は"了2"の 意 味機 能 を明示 化 す る に当 た り,
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議論の対象 を次の(3)に 例示す る二種類 の形式 に限定す る。

(3)a.我 在迭几住 了五年

(私はここに五年住 んでいた)

b.我 在迭几住 了五年 了

(私はここに五年住 んで いる)

他 吃 了 一碗飯

(彼 は0杯 の ご飯 を食 べ た)

他 吃 了 一碗飯 了

(彼は一一杯 目のご飯を食べ終わった)

上 の(3a),(3b)の 下線 部 は そ れぞ れ 次(4a),(4b)の よ うに一=般化 され る。

前者 を 「1類 」,後 者 を 「H類 」 とす る。 「数 量 目的 語 」 に は 「動 作 ・行為

の持 続 時 間」 を表 す 「時 間 量 」,「動 作 ・行 為 の 回数 」 を表 す 「動 作 量 」 お

よび 「動 作 ・行 為 の対 象 の 数 量 」 が含 まれ る。

(4)a.持 続 動 詞+"了1"+数 量 目的 語(1類)

b.持 続 動 詞+"了1"+数 量 目的 語+"了2"(H類)

2.「 時 相 」 に お け る 「量 化 」 の 種 類 と レベ ル

本 節 で は,ま ず"了1"と 結 びつ く 「時相 」 構造 を再 検 討 し,「 時相 」 内

の 「量 化 」 の種 類 と 「量 化 」 の レベ ル を明 示 す る。

上 述 した よ うに,現 代 中 国語 の時 間体系 にお い て,"了1"は 「時相 」 を

「時 制 」 と結 びつ け る機 能 を果 た す が,そ れ は無 条 件 の もの で は な く,「 時

相 」 が 「充 足 して 」 い な け れ ば な らな い とい う意 味 の制 約 が あ る。 例 え

ば 次 の(5a)一(5d)は 述 語 動 詞 が 結 果 補 語 を伴 っ た り,i数 量 目的 語 を伴 っ

た りして い る。 い ず れ も言 い切 りの文 と して 問題 な く成 立 す る。 しか し,

そ う した文 成 分 を伴 わ ず,単 に 「持 続 動 詞+目 的語 」 構造 に 「完 了 」 を表

す"了1"を 加 えた(5e)は 言 い 切 りの 文 と して は不 自然 で あ る と判 断 され

る。 す なわ ち(5a)一(5d)に お い て,傍 点 を付 した 表 現 が 述 語 動 詞"看"と

意味 上,直 接 結 びつ き 「充足 した時相 」 を構 成 して い る。

(5)a.
b.

C

」
U

e.

我 看 完 了小 悦 。(私 は小 説 を読 み終 わ った。)

我 看 了三 天 。(私 は三 日間読 んだ 。)

我 看 了三 遍 。(私 は 三 回読 ん だ。)

我 看 了 一本 小 悦 。(私 は小 説 を一 冊 読 んだ 。)

?我 看 了小 悦 。(?私 は小 説 を読 ん だ 。)
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こ こか ら,持 続 動 詞"看"は 「時相 」 を充足 させ る四種 類 の属 性 を備 え

て い る とい う こ とが わ か る。 つ ま り上 の(5a)で は,結 果 補 語"完"が
"看"と い う行 為 の 「結 果属 性 」 を充足 して い る

。(5b)で は,「 動作 ・行 為

の持 続 時 間」 を表 す数 量 目的 語"三 天"が"看"の 「時 間量 属 性 」 を充 足

して い る。(5c)で は,「 動 作 ・行為 の 回 数」 を表 す"三 遍"が"看"の 「動

作 量 属 性 」 を充 足 して い る。(5d)で は,「 動 作 ・行 為 の 対 象 の 数 量 」 を表

す"一 本"が"看"の 「対 象 数 量 属性 」 を充 足 してい る。 これ らは傍 点 部

分 の語 彙 成分 に よる述 語 動 詞 が 表 す動 作 ・行 為 に対 す る各種 の 「量 化 」 作

用 を示 してい る。興 味深 い の は,動 作 ・行 為 に対 す る 「量化 」 が複 数 の属

性 に及 び う る とい う事 実 で あ る。 次 の(6a)に お い て,「 量 化 」 は 「対 象 数

量 属 性 」 と 「結 果属 性 」 の二 つ の属性 に及 ん で い る。(6b)は 動 作 ・行 為 の

「対 象 数 量 属 性 」 と 「時 間量 属 性 」 に 関 して 「量 化 」 され て い る。(6c)で

は,「 対 象 数量 属 性 」 と 「動作 量属 性 」 が 「量 化 」 の対 象 となっ て い る。

(6)a.逮 本 小悦 我看 完 了 。(私 は この小 説 を読 み わ った。)

b.逮 本 小悦 我 看 了三 天 。(私 は この小 説 を三 日間読 ん だ。)

c.迭 本 小悦 我 看 了三 遍 。(私 は この小 説 を三 回読 んだ。)

逆 に互 いに 「量化 」 の重複 を排 斥す る属性 が あ る。 次 の(6aり一(6c')は

「結果属性 」,「時 間量属性⊥ 「動作量属 性」が互 い に排 斥 しあ うことを示

してい る。

(6}a.

b'

Cノ.

*迭 本 小悦我看完 了三天
。

(*私 は この小 説 を三 日間読 みわった。)
*迭 本 小悦我看完 了三遍

。

(*私 は この小 説 を三回読 み終 わった。)
*迭 本 小悦我看 了三天三遍

。

(*私 は この小 説 を三 日間三 回読 んだ。)

以上 の議論 か ら,持 続動詞 は 「時相 」 にお いて,「 結果属性 」,「時間量

属性 」,「動作量属性」,「対象 数量属性」 の可能 な四つの 「量化属性 」 を備

え,そ の 「量化」 の段 階に応 じて可能 な三つ の 「量化 」 レベル を持つ こと

が わかる。 「未量化 レベ ル」 は四つ の 「量化属性 」のいず れ も充足 しない
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表1

量化属性

量化 レベル
結果属性 時間量属性 動作量属性 対象数量属性

未量化 レベル X X X X

0次 量化 レベル O n △ △

二次量化 レベル D △ △ 0

場合 であ る。「一次量化 レベ ル」 は四つの 「量化属性 」の うち,い ず れか

一・つ の属性 が充足 す る場 合 で あ る。「二次 量化 レベ ル」 は 「対象 数 量属

性」が充足 しかつ,そ のほかの三つの 「量化属性」 の うち,い ずれか一つ

の属 性 が充足 す る場合 で あ る。 これ を上 の表1に 示す。(「×」 は充足 さ

れない こと,「△」 は充足 が排他 的選択 である こと,「○」 は充足 が必然的

である ことを表す。)

議論の便 宜上,上 述 した 「未量化 レベル」,「一 次量化 レベ ル⊥ 「二次量

化 レベ ル」 の三 つ の量化 レベル の 「時相 」構 造 をそれ ぞれ次 の(7a)一(7c)

の よ うに0般 化す る。 「Q,lo]」には持続 動詞(+裸 の対象 目的語)に 対応

す る 【+無 限】 を持 つ意味 が代 入 され る。「Q,[1]」には 「結果属 性」,「時

間量属性」,「動作 量属性⊥ 「対象数量属性 」 を表す語彙成分の意味が代入

され る(た だ し,(7c)の 「Q∫OI」に は 「対 象 数量 属性 」 しか代 入 され な

い)。 「Qエ2]」の値 には 「結果属性⊥ 「時間量属性」,「動作量属性」 のいず

れかが割 り当て られる。「の」 は 「量化 」す る成 分が存 在 しない こ とを示

す。

(7)a.未 量 化 レベ ル:{(むq+の+の}

b.一 次 量 化 レベ ル:{Q∫o】+Q ,[1]+の}

C.二 次 量 化 レベ ル:{Q∫0】+(む11+Q ,[2]}

次 の(8a)は 数 量 目的語"五 年"が 表 す 「時 間量 」 に よ っ て,述 語 動 詞
"住"が 表 す 「住 む」 とい う持 続 行 為 の 「時 間 量 属 性 」 が 充 足 さ れ て い

る。 したが って 文(8a)の 「時相 」構 造 は(8b)の よ うに記 述 され る。

(8)a.我 在 逮 几住工.軍年(朱 徳 煕1982:209)

(私 は こ こに五 年住 ん で い た)

b.{住+五 年+の}
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次 の(9a)は 「対 象 数 量属 性 」 を充足 す る数 量 目的 語"一 碗!fに よっ て,

述 語 動 詞"吃"の 「時 相 」 が 充 足 して い る。 そ の 「時相 」構 造 は(9b)の

よ うに記述 され る。

(9)a.他 吃工 マ碗飯 ・(私 は一 杯 の ご飯 を食 べ た。)

b.{吃 飯+一 碗+の}

次 の(10)は 「二 次量 化 レベ ル」 の 「時相 」構 造 の例 で あ る。(10a)で は
"(這) 一 本"に よ って"看 小 悦"の 「対 象 数 量 属 性 」 が 充足 され

,「 出 来

事 」 を表 す 。 そ の"看(迭)一 本 小 悦"と い う 「出来 事 」 は さ らに回数 を表

す 数 量 目的 語"三 遍"に よ っ て 「動 作 量 属 性 」 が 充 足 され る。(10b)は そ

の 「時相 」構 造 を示 した もの で あ る。

(10)a.迭 本 小 悦 我 看 了三 遍(こ の小 説 は私 は三 回読 ん だ。)

b.{看 小 悦+(迭)一 本+三 遍}

以上,持 続 動詞 の 「時相 」の充足 過程 を 「時相」構 造 におけ る 「量化」

の程 度 に よって示 した。 これに基 づ き,1類 の文 の意味構 造 は次の(11a)

あるい は(11b)の いず れか に規定 で きる。

(11)a.{Qjo]+Qjll+の}+了1(但 しq1】 は 「結 果 属 性 」で は な い)

b.{Qjo]+Q∫II+(～12]}+了1(但 しq21は 「結 果 属 性 」で は な い)

3.皿 類 に お け るcc了2"の 意 味 機 能 の 集 合 論 モ デ ル

朱 徳 煕(1982)は1類 の(12a)に つ い て,「 か つ て こ こに 五 年 間住 ん で い

た こ とを意 味 す る。 この よ うに言 う と,こ の 出来 事 は 『現 在 』 とかか わ っ

て い な い」 と指 摘 して い る。 続 け てII類 の(12b)に つ い て,「 今 まで す で

に五 年 間住 ん で い る こ とを意 味 す る」 と指 摘 して い る。

(12)a.我 在速几住 了五年(私 はここに五年住 んでいた)(1類)

b.我 在逮几住 了五年 了(私 はここに五年住 んでい る)(皿 類)

こ の1..とH類 に 関 す る"了2"の 有 無 の 違 い は,if五 年"の よ う な 数 量
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目的語 が表す量概念 の 「可変性 」 とい う性 質 に反 映 してい る。(12a)の よ

うに"了1"に よって,出 来事 が時 間軸上,発 話 の時点 と切 り離 され て過

去 におかれ る場 合,「 時相 」 内の数量 目的語 は 【一可変量】 とい う意 味が

付与 される。(12a)で 言 えば,"住"と い う行為の持続時 間を表 す"五 年"

は固定 し変化 す る可能性 はない。一方,II類 において出来事が時間軸上,

発話 の時点 と関連づ け られて配置 される場合,「 時相」 内の数量 目的語 は

【+可 変量 】 とな る。(12b)を 例 に取 る と,"住"と い う行 為 の持 続 時 間
"五年"は 発話 の時点で実現 した時間量 で あ り

,こ ん こ も行為 は続 いてい

く可能性 があ る。

この ような1類 とH類 の意味の違い はそれぞれ上 の図1,図2の ように

図示 で きる。図1,図2に おいて,矢 印 は時間軸 を表 し,グ レー部分 は現

実化 した 出来事 を表 し,STは 発話 の時点(現 在)を 表す。 図2の 点線部

分 は現実化 した出来事 の動作 ・行為が未来において も続 く可能性 があ るこ

とを示す。(STは 「発話 の時点」 を表す。)

上 の 図2に お いて,時 間軸 上 の実現 した 「量 」 は将 来実現 が予測 ある

いは期待 され る 「量」 を含 んだ 「可能 な量 」全体 の一部であ ると見 なす こ

とが で き る。 そ れ は集 合 論 で 言 う とこ ろ の 「論 議 領 域0「(universeof

discourse)」(こ こで は 「可能 な量」)と その部分集合(こ こで は 「実現 し

た量」)の 関係 に相 当す る1。 また,将 来 におけ る実現が予測 ・期待 される

「未実現 の量」 は 「実現 した量」 の集合 の要素 でない論議領域 のすべ ての

要 素の集合 であ る。 これ は論議領域Uに 関 しての 「補 集合」 で ある。 こ

の ような 「論議領域UJと その 「部分 集合AJの 関係 は 「A⊆U(集 合A

は論議領域 σの部分集合 であ る)」 と表記 され,一 般 的 に上の図3の よう

に図示で きる。
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3.1r一 次量 化 レベ ル 」 の 「時相 」 構 造 を持 つ場 合

まず(12a)を 例 に説 明 し よ う。(12a)は 「一 次 量 化 レベ ル 」 の 「時 相 」

構 造 を持 つ1類 の 文 で あ る。 そ の 意 味構 造 は次 の(13)の よ う に記 述 さ れ

る。(議 論 の便 宜 上,"我 在 迭 ワじ の 部 分 は省 略 す る。)「時 相 」 構 造 「駐

+五 年+⑦}」 は"了1"と 結 びつ い て 時 間 軸 と関 連 づ け られ,「 五 年 住

む」 とい う 「出 来事 」 は現 実 の もの とな る。つ ま り 「住 む」 とい う行 為 の

時 間 量 「五 年 」 は 実 現 した 時 間量 とな る。 この 過 程 は 図4に よ っ て示 さ

れ る。

(13) {住+五 年+蔓)}+了1

上述 したよ うに,"了1"に よって時間軸上 に配置 され る 「時相」構造 内

の数量 目的語 は[一 可変量]の 意味 を持 つ。 よって集合 論的 な解釈 では,

論 議領域U(可 能 な量)と そ の部分 集合A(実 現 した量)は 一致(A=

U)す る。 この論議領域Uと その部分集合Aの 関係 は図5で 図示 され る。

次 に(12b)"我 在逮 几住 了五 年 了"を 説明 しよう。"了2"は 文 末助 詞 で

あ るの で,意 味上"了2"は(13)の 意 味構 造 全体 に付 加 して い る。 よっ

て,時 間軸上へ の 「出来事」 の関連づ け も,図4全 体 に対 して行 われ る。

それぞれ(14)お よび図6(次 頁)で 示す。

(i4} 〔{住+五 年+の}+了1〕+了2

"了
2"に よってそ の前方の命題全体 が時 間軸上の発話 の時間 に配置 され

る ことで,前 方の命題 内の 「時相」構造 によって表 される 「住 む」 とい う

動作 ・行為 の 「時間量」 は現実化 され る と同時 に,将 来 において実現 が予

測 ・期待 され る 「未実現 の量」 を含んだ 「可能 な量」 の範囲 を表す論議領

ST

図4

U

羅 難灘麟欝
灘馨蓮難嚢

図5
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ST

▲ レ

了2

ST

rte'
了1

駐 五年1

図6

U'

Uノ:実 現 可 能 な時 間量(x年 聞)

A/1実 現 した時 間量(五 年 間)

(A'-U=A)

CA':未 実 現 の時 間量

(y年 間 二x年 間 一五年 間)

図7

域U'が 呼 び 出 され る。 よ って,"了2"の 前 方 の命 題 内 にあ る 「実 現 した

時 間量 」A'は 論 議領 域U'に 関す る部分 集 合(A'⊆U')と な る。 この部

分 集 合 の 時 間量 は論 議 領 域 の 範 囲 内 で増 え る可 能性 が あ る。H類 の数 量 目

的語 が 【+可 変 量 】 の 意 味 を表 す こ とが"了1"に よ る 「出来 事 」 の 現 実

化 と 区別 す る た め,"了2"に よ っ て 現 実 化 す る 「出 来 事 」 の 「実 現 した

量 」 を 「Aノ」 と し,論 議 領 域 を 「U'」 とす る。 図7は 上 に述 べ た 「A'」

と 「U'」 の 「部分 集 合 」 関係 を示 して い る。

3.2「 二次量化 レベル」の 「時相」構造 を持つ場合

次の(15a)は1類 の文 であ り,そ の 「時相」構造 は 「対象数量 属性 」 と

「動作量属性」の二つの 「量化属性」 によって充足 している。 「二次量化 レ

ベル」 においてi四 種類 の 「量化属性」 の うち 「対象 数量属性」 を除 く三

種 類 は排他 的選択 に よ り 「時相 」 を充足 す る。言 い換 えれ ば,「 対象 数量

属性」 よ りも強力 に 「時相 」 を充足 す る とい うことであ る。(15a)の 「時

相」構 造 は(15b>の ように記述 され る。「時相」構 造 「{看小悦+(迭)一 本

+三 遍}」 は"了1"に よって時 間軸 と関連づ け られ,「 この小 説 を三 回 よ

む」 とい う 「出来事」 は現実化 される。「時相 」構造 が"了1"と 結 びつい

て 「実現 した量」 を表す過程 を図8(次 頁)に 示す。

(15)a.速 本 小 悦我 看 了三 遍((10)再 掲)

b.{看 小 悦+(這)一 本+三 遍}+了1

「一 次 量 化 レベ ル」 の 「時相 」 が"了 ユ"に よっ て時 間軸 上 に配 置 され た

場 合 と同様 実 現 す る動 作 量"三 遍"は 【一可 変 量】 の意 味 を持 つ 。 これ
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ST

図8

U

図9

は集合論 的な解釈 では,「 実現 可能 な動作量 」 としての論議領域Uと 「実

現 した動作 量」 としての部 分集合Aが 一致(UニA)し てい る ことを意

味す る。 この関係 は上 の図9で 示 される。

(15a)に"了2"が 付加 した(16a)の 意味構造 は(16b)に よって示 される。
"了

2"は 文末助詞でその前方の命題全体 に対 して機 能す るので,1類 で表

す意 味構造 をその まま時間軸上 に関連づ ける ことに なる。 それ を図10に

示す。

(16)a.迭 本 小 悦 我 看 了三遍 了

b.口 看 小 悦+(迭)一 本+三 遍}+了1〕+了2

"了
2"の 前方の命題 内に 「一次量化 レベ ル」 の 「時相」構 造 を持つ場合

で論 じた ように,前 方の命題 内の 「時相」構 造が表す 「この小説 を三 回読

む」 とい う 「動作 量⊥ は"了2"に よって現 実化 され る と同時 に,将 来 に

おいて実現が予測 ・期待 される 「未実現 の回数」 を含 んだ 「可能 な回数」

の範 囲 を表す 論議領域Uノ が 呼び 出 され る。 これ は"了2"の 前 方 の命 題

内 にあ る 「実現 した動作 量」A'は 論議 領域 ぴ に関す る部分 集合(Aノ ⊆

ST
)

了2

ST

了1

(這本小悦)看 三遍

図10

U'

ひ:実 現 可 能 な動作 量(x回)

A':実 現 した動作 量(三 回)

(Aノ=U=A)

CAノ:未 実現 の動作 量

(y回=x回 一三 回)

図11
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U')で あ る。 この部分集合 の動作 量 は論議領域 の範 囲内で増加す るこ と

が で きる。 図11(前 頁)は この 「Aノ」 の 「U'」 に関す る 「部分 集合 」 関

係 を示 してい る。CAノ は将来 において実現が予測 ・期待 され る 「未実現 の

動作量」 を表す 「補集合 」であ る。

3、3皿 類 にお けるcc了2"の 意 味機 能 の定 式化

以 上 の こ とか ら,H類 の 文 に現 れ る"了2"に 対 す る集 合 論 モ デ ルへ の

手続 きは次 の(17)の よ う に定 式化 で きる。(17a)は"了2"の 前 方 部 分 の 命

題 内 の 「時 相 」 構 造 に お い て,q[o】 がQ潤 に よ っ て,あ るい はq[1】 と

Q121に よ っ て 「量 化 」 され た 「充 足 した時 相 」 と して 「q回 」 が 出力 さ

れ る こ と を規 定 して い る。 「剣 は各種 の 「量 化 属 性 」 を表 し,「 α」 に は

数値 が 入 る。 た とえ ば,"住 五 年"は 「駐x年[5】}」,"(迭 一 本 小 悦)看 三

遍"は 「{看x遍[3]}」 の よ うに表 記 され る。(17b)は"了1"と 結 び つ い て

現 実化 した 「量 概 念 」 が"了2"に よっ て呼 び 出 され る論 議 領域Uに 関 す

る 「部 分 集合 」 とな る こ と を表 して い る。 「ql・1」が 【一可 変 量 】 の 意 味

を表す の に対 し 「R[・]」は 【+可 変 量 】 の意 味 を持 つ 。(17c)は(17b)の 規

定 の 出力 結 果 を二 つ の集 合 間の 関係 と して 表記 した もの で あ る。

(17)H類 に お け る"了2"の 意 味 機 能 の 集 合 論 モ デ ル

a.{(むOl+Q ,[1]+(～ 」2】}+了1⇒{Q∫ α]}+了1

b.〔{Q【a]}+了1〕+了2⇒ 〔R[・】〕+了2

C.R々 ノ⊆ σ

IIに お け る"了2"の 意 味 機 能 の集 合 論 モ デ ル と して(17)の よ うに一

般 化 され る集合 間 の 関係 は次 の 図12に よっ て示 され る。

U

図12
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4.集 合 論 的 ア プ ローチ に よ るcc了2"の 意 味機 能 の モデル化

これ までの1類 の文 と1類 の文 に関する比較 と考察か ら,"了2"の 意味

機 能はその前方 の命題部分が表す動作 ・行為の各種 の量 を 「部分集合化」

す る ことで ある と規定 した。本 章で は,こ の"了2"の 「部 分集合化 」機

能がII類 の文 に限定 されない とい うことを論 じる。

次の(18a)は"了2"は 発 話 の時点 にお け る"下 雨"と い う 自然 現象 の

「発生」 を表す。 これは同時に 「発生前 の状態(雨 が 降ってい ない)」 か ら

「発生後へ の状態(雨 が降 ってい る)」 の変化 を表 してい る。図13は この

状 況 を時間軸上 で示 した ものである。

(18)a.下 雨 了.(雨 が 降 っ て きた 。)(朱 徳 煕1982:209)

常識 的に同0状 況 において 「雨 が降ってい る状 態」 と 「雨が 降ってい な

い状態」 は両立 し得 ない排他的選択関係 にあ る。 すなわちある状 況 におい

て,こ の二種類 の状態 がすべ ての事柄 であ る。 よって図13で 記述 され る

状 況 は,(18a)の 文 で 「話 題 とな るすべ ての事柄 」 とい う 「論議領域 酬

の定義条件 を十分 に充た してい る。 い ま,図13に おけ る"下 雨"の 状態

を 「A」とす ると,そ れは論議領域Uに 関す る部分集合(A⊆ の として

次 の図14の ように図示 で きる。「CA」 は 「A」の補 集合 で,"没 有下雨"

の状態 を表す。

以上 の こ とか ら,(18a}の 文 の意 味構造 は次 の(19a)で あ る と言 え る。

したが って 「S[・1」を用 いて(19b)と して一般化 す るこ とが で きる。(19)

で 〔 〕 はそれで囲われた命題部分 を 「部分集合化」す るこ とを表 してい

ST

没有下雨

下雨

図13

U

U:論 議領域

A:雨 が降っている状態

CA:雨 が降っていない状態

図14

U

図15
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る。(19c)は(19b)か ら得 られ る"了2"の 意 味 機 能 を集合 論 的 に 記 述 した

もの で あ る。

(19)a.〔 下 雨 〕+了2

b.〔S【a】 〕+了2

c.8β ノ⊆U

(19a)が(19b)の 意 味構 造 「〔S【α]〕+了2」 と して 一 般 化 され る よ う に,

(18a)の 状 況 を集 合 問 の 関係 と して図 示 した 図14は 図15(前 頁)と して
一 般 化 さ れ る

。 図15は(19c)で 記 述 さ れ る 集 合 間 の 関係 を 図示 した もの

で もあ る。

「II類 に お け る"了2"の 意 味 機 能 」 と 「非H類 に お け る"了2"の 意 味

機i能」 をそ れ ぞ れ 集 合 論 的 に記 述 した(17c)お よ び図12と(19c)お よ び図

15は 外 見 上,同0の 構 造 で あ る。 これ は"了2"の 共 通 の意 味機 能 が そ の

前 方 命 題 の 「部 分 集合 化 」 で あ る こ との現 れで あ る と言 える。

5.お わ りに

本稿 で は 「持続 動詞+"了1"+数 量 目的語 」構 造(1類)と 「持続動 詞

+"了1"+数 量 目的語+"了2"」 構造(II類)を 比較 し,そ れぞれの構造 が

伴 う数量 目的語が表す意味に違 い(【 ±可変量】)が あ ることを指摘 した。

その事実 を もとに,こ の二 つの構 造 に集合論 的モ デル を援用 し"了2"の

意味役 割 を明 らか に した。 ここか ら"了2"の 意 味機能 はその前方 の命題

(R回)に 含 まれ る各種 の実現 した 「量」が将 来において 「実現 が予測 ・期

待 される量」 を含 めた 「可 能な量」 に関 して 「部分集合化」す るこ とであ

る とい う結論 を導 いた。 さらにII以 外 の,"了2"は 前方の命題 が数量 目

的語 を伴 わない場合 で も同様 の 「部分集合化 」の機 能 を果 たす ことを示 し

た。

今 回の議論 では集合論 的モデ ルを採用す るこ とで,"了2"の 意味機 能 に

「部分 集合 化」 とい う統0的 な解釈 を与 え るこ とがで きたが,"了2"と 結

びつ く 「時相」の種類 とその意味 の制約 はまだ明 らかに されてい ない。 ま

た数量 目的語 を伴 わ ない命題 に対す る 「部分集合化」 において も,よ りよ

り多 くの例文か らの例証が必要 である。 これ らの問題 につ いて はこんこの

研究課題 としたい。
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注

1オ ー ル ウ ド他 著,公 平 珠 躬 他 訳(1979)に よれば 「集 合(set)と は任 意 の種

類 の物 あ るい は存 在者 の総体 も し くは集 ま りの こ と」 で あ り,そ の要 素 はふ

つ う個体 で あ る(オ ー ルウ ドほか著,公 平珠躬 ほか訳1979:3)。 本稿 で は,

「状 況」 に現 れ る個 別の事 態(た とえば,「 ごは ん を食べ るこ と」 や 「住 む こ

と」 な ど)に 関す る各種 の 「量 」(「一杯 」,「三 日⊥ 「五 年」 な ど)を 要素 と

す る集合 を考 える。論 議領域 とは 「あ る文 章 や会話 の 中で話 題 に なるすべ て

の事柄 」 の こ とであ る(オ ー ル ウ ド他 著,公 平 珠躬他 訳1979:6)。
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